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概

H/用137年3月NHKに納入した全トランジスタ化,イメージオルシコンカメラ装置MTKO-5形は,日下技

術現 局テレビ中継部で番組編成の一員となって活躍している｡NHKを初め各氏政局ではトランジスタ化カ

メラのレベルも真空管と 等以上であることが認められ,カメラの増設あるいほ補充にはトランジスタ化を採

用するという方向にある｡このような→般的傾向の下において,このMTKO-5形カメラの性能, 用性など

ほ今後のイメージオルシコソカメラの方向をきめる重要な意味をもっている｡本文ほカメラの概要とさきに発

表したTB-12形カメラからの改良点について,またこれによる相生,性能の向上,および試験データなどに

つき述べたものである｡

1.緒 言

日立製作所では全トラソジスタ化イメージオルシコソカメラ装置

としてほ,屋外中継用としてTB-12形(1),標準4本ターレット方式

のTB-14形を製作したが,本カメラ装置ほNHKの什様に基づいて

製作し,37年3月に完成Lたものである｡

これは従来のカメラに大幅な政良が加えられ,電気的,機械的に

すぐれた性能をもつよう設計された｡特に低温,高配試験は-15～

45℃の上下限で3～4時間以上放置という動作試験にも合格した｡

舞1図ほ本カメラ装程の外観を示すもので,構成はカメラヘッ

ド,カメラ制御器およびその電源よりなる｡カメラヘッドはカメラ

本体とビューフ7インダよ畑なり光学系ほズームレンズ専用とし,

従来のターレ､ソト式に比べ機構の簡略化,重量の軽封ヒをi･よかっ

た｡ビューファイソダには8形の角形ブラウソ管を使用するととも

に,十分なるコントラストが取れるようにしてあるためカメラワー

クが簡易化された√､カメラ制御器憬 映像増幅部,波形モニタ部,

映像モニタ部の3ユニットからなり,これらが1箱に収納できる構

造とした｡カメラ電源ほトランジスタ方式でカメラヘッド電源,制

御器電源,およぴその他の電源よりなり,カメラケーブル延艮によ

る電圧降下補償がその他のケーブル補依と連動で行なわれるように

した｡また従来の電子管式24心力メラケーブルも100mを限度と

して佐用できるように設計した｡

入力電源はAClOOV専用であるが,標準カメラケーブル10～

400mで530･～620W程度となるため,従来の電子管式カメラと比

較し約1/2 0るす作動で力電の度

2.仕様の概略および特長

2.1仕様の概略

本カメラの仕様の概略は下記のとおりである｡

〔1〕定 格

(1)入 力 信 号 水平駆動信り▲

垂直駆動信号

帰線消去信号

同期信号

*
日本放送協会施設局前奏設備都

**
日立製作所通信機1i二業部

***昭和電子株式会社小金井工場

4Vl)【l-負極性 75∫ユ

4Vp-P負極性 75n

4Vp_P負極性 75∫1

4Vp-P負極性 75n

46

第1凶 MTKO-5形カメラ装置外観写真

(2)映 像 出 力 VlVp_P正極性 75n 2系統

VlVp_l】またはⅤ.Sl.4Vp_P正極性

75n l系統

(3)電 源 交流入力単相100V50c/sおよび

60c/s

タリー用電源入力 直 24V

(4)使 用

(5)周 囲 温 度 0～40℃ただし-10～0℃,40～45℃

の間は仕様書規格をはずれても映像

断,部品の熱破壊をおこさないこと

〔2〕性

(1)画

能

質 NHK解像度パターンに対し標準撮

像状態において次のとおり

水平解像度 中央部 500本以上

周辺部 400本以上

そ の 他 黒引,自引,反射,リソギソグおよ

びその他の異常現象が認められない

こと

(2)偏向ひずみ RETMAリニアリテイボールチャ

ートと電気的しま信号と比較し,縦

横とも画面の画わくを中心とした円
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(3)雑

ハム雑音

その他の雑音

(4)撮 像 管

(5)ビュファインダ

(6)波形監視管

(7)映像監視管

2･2 特 長

周内側では,画わく高さの1%以内,

外側では2%の‖l勺にはいること

定格利得の状態で次のとおり

一60dB(P_P)以下

-35dB(r.m.s)以下
5820

M-7173(8形)

3BHPl(3形,後段加速管)

7TP4(7形,高圧収東)

仕様の概要ほ2･1のとおりであるが,このカメラ装置の特長を列

挙すると下記のとおりとなる｡

(1)高圧発生部ほすべて15kc水平同期方式を採ったため従来

のDCコンバータ雑音ほ全く認められない｡

(2)カメラ前置増幅器の初段にはニュービスタ管を使用したた

めVHFのかぶりほ全くなく,S/Nがトランジスタに比べてすぐ

れており,またカメラスイッチ･イン時のショックに対しても全

然問題を生じない｡

(3)カメラヘッドに焼付防止装置を組見込み,イメージオルシ

コソのイメージ部に装 した焼付防止コイルに回転磁界を生ぜし

めターゲットの焼付きを防止する｡このため従来のカメラより撮

像管の寿命が一段と延長できた｡

(4)この回転磁界ほ同時に水平および垂直のセンタリングにも

動rl三Lモニタ上での画面の動きを完全に補正した｡

(5)フィールドズームレンズほリレー交換により望遠(135～

900m/m)および広角(60～400m/m)の切り替えができ,さらに

変換マウントの使用によりスタジオズームレンズおよび単体レソ

ズも使用できるように設計した｡

(6)イメージオルシコンアセンブリには水平偏向ひずみ補正用

の第三次コイルを装着して電磁的に水平ひずみを補正した∩

(7)カメラヘッドにはターゲット温度,絞りお1ひフォーカス

流の指示メータを備え,任意に切り幹えて使用することが可能

カメラ本体
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である｡特に絞F)ほズームレンズのリレーレンズ交換に連動Lて

絞り指示が自動的に切りかわるようにLた｡

(8)イメージオルシコン促 回路にはリレーを使用せず高信頼

管を使用し,水平,垂直偏向Ⅲ力より再挺検知動作させているた

が)オルシコンの保護は確実である｡

(9)各水､ド偏向回路ほAPC(AutomaticPhaseControl)方

であるため同期が確 であり,周囲温度の広相川こわたF)位相差

を±2/`S以内に保つ∩ また=カトランジスタは高圧ツェナーダイ

オードによf)フライバックパルスから保護するようにLた∩

(10)各垂直偏向回路は偏向ひずみを少なくするために独特の正

帰還回路を採用L画面のた下部を独立に和ml~ミするようにした｡

(11)カメラ電源はトランスダク夕方式で広範囲な電圧制御がで

きるためカメラケーブル長によるカメラ受端電圧ほ400mまでは

√削こ一定の-24Vに保ち,また誤って出力を短絡した場合でも

トランジスタ制御電源と異なり破 することは皆無である｡

(12)従来の電子管式24心力メラケーブルでも100mを限度と

して使用することができる｡

(13)カメラ支持台にほ軽金属を使用しているため従来のものに

比べて約2/3程度の重量となった｡

(14)棟器はすべて堅ろうなショックマウントにささえられるた

め車載などによる激しい振動に対して安全である｡

3.1総

3.動作の概要と改良回路の動作

動 作

総合動作ほ第2図の全系統図にホすように,大局的には従来のカ

メラと大差はないが,以下その動作忙ついて簡_F榊こ述べる｡

まず被写休はカメラ本体のズームレンズでイノーージオルシコン光

電面に結像される｡これほターゲットを介して,水､ドおよび垂れ偏

向コイルにより掃引された電子ビームを変調し電気信一引こ変換され

る｡前腔増幅器はこの信一けを増幅しカメラケーブルを通してカメラ

制御掛こ導く,前置増幅器からのもう一つの出力ほビューファイン

ダに噂かれ増幅された後モニタ管M-7173に被γ体を写し出す｡カ

畔像モニタ

オく年偏向部
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第2図 MTKO-5形カ メ ラ装置系統図
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メラケーブルからの信号はカメラ制御器のプロセス増幅器で標準テ

レビジョン信一引こ形成される｡この増幅器ほカメラケーブルによる

映像信一シJ一の特性射ヒを補償し,ハム誘導などの雑音を除去するとと

もに画面の陰影をも補止する働きを持っている｢､.この動作を確実に

行なうため波形を監視する波形モニタと,映像を監視する映像モニ

タに信号の一部が導かれる｡カメラ制御器はこのほかにカメラヘッ

ド,モニタ各部の偏向回路せ駆蘭する水平,垂直駆動パルス分配器

を有している｡特にカメラへ､ソドはカメラケーブル延長によるパル

スの遅延を自動的に補償するように動作するAPC川路からパルス

が供給される｡これらの駆動パルスは外部の 準同期信リーから供給

される｡映像モニタにほ7TP4を使用しその動作はほぼビューフ

ァインダと同じである〔波形モニタは水平,垂直のそれぞれ2ライ

ンおよび1フレームの信号波形な切り拝えて監視できる〔また校正

/くルス,テスト入力を備えカメラ制御盤の動作を確実にしている｡

3.2 改良回路の動作

2.2に列 したようにこのカメラ装匠ほ従 にみられない新しい

回路を多く持っているが,それらの動作について詳細に述べる｡

(1)高圧発生国路

従来トランジスタ楼掛こ必要とされる高肛ほほとんどDCコン

バータ方式が採られている〔このカ式では最も能率,レギュレー

ションの点ですぐれた飽和トランスを用いた矩形波1′_†励振方式の

400c～5kcのDCコンバータが最も多くの健一掛こんられた｡従来

のトランジスタJ℃カメラでもI甘様で,DCコソ/ミ一夕雑音を除｣ニ

するのに膨大な狼典をL7こ(また､■1初雑音を押さえたにしても部

晶などの経年変化,電源電虹の変動で非l･~~用胴三のこの 音は増加

することもあってその対策にほ悩まされることが多くあった∩ こ

のためTB-14形で成功をみた水､l′フライバック方式をこのカメ

ラ装捌こ採用した∩策3図(b)はこの高汀三コニ､ソトの系統図を示

す｡従来受像機などでみられる水平偏向回路の ツ
ノイラフ

をステップアップする方法はとれないので,別にフライバックを

水平駆動信ぢ･で駆動Lステ､ソプアップ後整流Lて高J上な得てい

る｡第3図(a)は従来のブッシュブルDCコンパ〉タでこの動作

原理は良く知られている【tうに,トランジスタのコレクタにかか

るピーク電圧が供給電J~1三の2†たが限度となること,また電力はト

ランス内にたくわえられずにトランスを適適して負荷に両接供給

されるためレギュレーションが良いこと,双半披ともに負荷をか

けると高能率が得られることなどですぐれている〔矩形波発振の

(∂)非同期βCコンバータ

(ム)水中同期式フライノーソクβCコンバータ

第3図 高圧発生DCコンバータ系統図
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第44巻 第12号

周波数′は次式で与えられる｡

/三1/271=l㌔･108/(4〃Aβ5)c/s(2)

ただLβ5ほ飽和磁 密度(ガウス),Aは断面積(cm2),Ⅳほ次

巻線数,l㌔は供給電圧である｡

以Ⅰ二のようにすぐれたDCコソ′し一タではあるが発振周波数が

このようにコアの材質と巻線数および電源電圧で決定されるの

で,カメラ装繹のように低レベルの場所でほこのスイッチング時

の雑音に雁ほされる∩一方水平フライバック方式でほスイッチン

グ時のトランジュントがほとんど帰線消去期間にはいってしまう

のでその維音の除去ほきわめて簡単である｡動作原理ほ水平偏向

動作とほぼ同様で,偏向の場合出力トランジスタの飽和によって

生ずる蓄精効児の烏杉学割もこのユニットでほ問題とならないから

埠に水平偏向回路からAPC回路を抜き取ったに過ぎない｡この

ユニットでは能率,レギュレーションの点で(a)に劣り,前者が

80～90%の高能率が得られるに反し後者ほ40～45%程度にとど

まる｡この∴!､くは雑音の除去の点で打ち消しとなるにしてもレギュ

レーションの低下についてほ別に対策をたてなくてはならない｡

これはトランスニ次 電圧を一次に帰還して改善を図った｡こ

れによってレギュレーションを規定値内に収めることができた｡

第4図は甜_j三ユニ､ソトの一例として映像モニタのものの試験デー

タを示す｡

(2)前澤増幅器

この前岡増幅器の初段にはニュービスタ6CW4を使用してい

るがこれは次の三つの軌｣1による∩①トランジスタを初段に使用

するよりS/Nが改善できること｡②VHF帯のかぷりが少なくで

きること,⑨スイッチ･イン時のショック電圧によってトランジ

スタの破壊がないこと〔従来のトランジスタカメラでほ初段トラ

ンジスタは特に低雑音のものを選ばなくてはならなかった｡また

VHF帯のトランジスタにおける非L自二線性により検波されいわゆ

るかぶり現象があったがこれほ初段トランジスタによるものと考

えらjLた〔スイッチ･イン時ほイメージオルシコン信号電極電圧

1.3l{Ⅴによるパルス性電圧でトランジスタが破 する恐れがあっ

た｢.しかし初段を電-√管にするとトランジスタが低インピーダン

スで受けているに比較して高域の補償が屈も問題となる｡前置増

幅器映像信り一レベルはイメージオルシコソ管のバラツキから最低

3/∠A-リ)を考えねばならない｡したがって出力0･5V-リIを51エ1の

カメラケーブルに送り出すには電流利得で約70dBを必要とす

る〔また入力机抗を18knにしたときには約20dB 圧利得

となる｡ニュービスタ入力の場余そのグリッドにおける入力等価

容認はオルシコン信号電梅と他電極間の静電容量,ベースソケッ

トおよび配線ストレ一に加えるにニュービスタの入力容量よりな

りこれが約80pFにも及ぶ｡このためグリットでほ7Mcで40

へ≧､)

出

∵､

負 荷 電 流 (〟月)

第4図 映像モニタ高圧電圧変動率

-‥ヽ



日本放送協会納MTKO-5形イメージオルシコソカメラ装置

工三ッタホロワ 補対称増幅暴

い
､
.

~1∴_
二_

･･∴･

第5図 置 増 幅 器 系 統

∵一

入力電圧/〟融〃ゾ

出力電圧仇緒〃ゲイ

利 得βJ(ガ

∴､

入力亀圧∴協物〃り

出力霞庄β〃.財〝′

利 得β7dタ

∴･

人力電圧

出力電圧
利 得

.･二､人力電圧

出力霞庄

利 椙

､∴･･.1､､一

郎甜〝ゾ

β♂(7汐

〝♂〝レ′-′

乱仇ルゾー′

且/〟

(話)ごJ訂kおいて定格

.状誌にセット

/W 2〝J∠材J〝肌7/舟 J J 血〃ワノ

ノ協舛∫
〟♂J甜∵〝/鶴

居1波数

第6図 カノラ前置増幅部周波数特性

dBもの損失を招くから1kc～7Mc±0.5dBの周波数 性に納め

るには相当高域補供が必要となる｡弟5図は前置増幅器の系統を

示すものでHP-1およぴHP-2はこのための補償回路である｡回

路はドリフト形を主体とする9本のトランジスタより構成され

くる｡TR5～TR9は帰還形映像出力回路で本線とモニタに各個の出
力を51∫1,75エlで供給している｡またこの前置増幅器は映像入力

接栓(せん)のほかにSG入力接栓を備え,回路チェック時にほ入

力切り替えによって調整用信号を供給することができる｡周波数

特性および出力直線性は弟る図,弟7図に示すとおりであり,温

度による影響も同時にプロットしてある｡

(3)焼付防止装置

焼付防1Lコイルがイメージオルシコソ･アセソプリにそう入さ

れており,ビューファインダ部に装着された焼付防止装置から電

源に同期した1CPMの偏向電流によりイメーージ部に回転磁界を

生じさせ,ターゲット面の焼付現象を軽減する｡これにより従来

のイメージオルシコンの寿命ほかなり延長される｡この動作原理

は次のとおりである｡まず焼付防1ヒコイル(イメージコイル)ほ水

平,垂直の2組の巻線より構成され,イメージオルシコソの光電

面とターゲット面との間の管上に取り付けられてある｡このコイ

ルに1CPM(60c/sでほ1.2CPM)の二相交流を供給すれば回転

磁界ができる｡これによりターゲット面の電子像ほ1CPMの円

運動をする｡この二相交流は弟8図のリゾルバー次巻線(ロータ)

にAClbovを供給し,これを機械的に回転駆動すれば,ロー

タ,ステータの機械的位置関係に応じて1CPMの振幅変調を受

けた2組の50c/s(または60c/s)の出力が得られる｡この2組の

出力ほそれぞれのエンベロープが約90度の位相差を有しており,

Tlおよびr2で降圧した後,整流平滑してイメージコイルに供給

される｡実際にほイメージコイルの回転磁界のためモニタ上の画

面ほ円運動をするからこれを補正することが必要である｡このた

中
点
聖
旧
喝
軋
〓
炬

入 力 丁.･

第7国 力メラヘッド前置増幅都市線性

(現用ユニット)

ロータ

月ご/仰〆

尤7(冶(戊7%)

1983

第8図 焼 付 防 止 回 路 図

完全打消矢 田転冊

第9図 画面の移動補正 図

め1CPMの二相交流をイメージコイルと同時に偏向位置調整回

路にも流して画面の移動を見かけ上相殺Lている｡弟9図ほこの

補正の様子を図示したものである｡イメージコイルの出力は偏向

位置調整回路と直列になっていて打消調整掛こよりそれぞれの振

幅関係が互いに逆方向に調整できる｡すなわち打消調整器の回転

につれてイメージセクショソおよびスキャソニソグセクショソの

画面移動量が図のⅠおよびSの曲線のように変化しⅠとSの交点

が完全な打消点となる｡

(4)水平偏向回路

トランジスタの水平偏向回路の出力はスイッチング動作によっ

て偏向電力を得るものが普通である｡これはトランジスタのスイ

ッチング動作の有能性を活用したものでこの原理はよく知られる

ところである｡このため能率を高めることができる反面直線性の

補正が回路的に行なえないという欠点もある｡また出力トランジ

スタの飽和による蓄積効果も考慮せねばならない｡このため直線

49
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第10図 水平偏向調相方式系統図
偏
句
∃

性の補償は(5)で述べるように電磁的に行なっている｡また蓄積

効果については水平駆動パルスと位相を合わせるためにこれを回

路的に補正せねばならない｡TB-14形カメラでほAFC(Auto-

matic Frequency Control)jj式を用いて出力フライバックの位

相を駆動パルスと合わせている｡この方式は系統図を策】0図(a)

に示すように,ブロッキング発振のバイアスを出力パルスより形

成したの土ぎり波電忙とHDパルスとの位相差を検出して制御す

る方式である｡この方式でほ水平駆動パルス群の平均レベルによ

ってブロッキング発振を制御するためその発振の位相を進めるこ

とが可能であり, なカほ開範 り広く約10数〃Sにセット

できる｡この反面厳密に言えばHDパルスと偏向の位相に誤差が

出やすくビューファインダに帰線消去信号を入れないとカメラ制

御器モニタとの間に画面のずれが出ることがある〔このためこの

カメラ装置ではAPC(Automatic PhaseCoutrol)方式を採って

いる｡これを同図(l))に示す｡このカ式ではブロッキソグ発振を

制御するものはトリガーパルスであり,この調和ほ次のようにし

て行なわれる｡前述のAFCと同様のこぎり披電屁を出力から待

て,これでHDパルスの位相差を検出し,その位州差に応じた直

流分が直流増幅されて叩発マルチバイブレータのバイアスとな

る｡したがってこのマルメバイブレータはその山刀のパルス晰が

制御される｡この‡lう･発てルチのトリガーパルスはHDであり,こ

の星_]力は次のパルス遅延回路でさ年に遅れて全体として出力トラ

ンジスタでの遅れる分を見かけ上進めるよう動作する｡実際にほ

1H遅れて同期することになる｡この方式はブロッキング発振周

波数を直流分で制御するAFC方式と畢なり1H遅れて同期する

こと,-マルチの感度が高くループ利得がとれることなどにより位

相のずれが非常に少ない｡直流増幅器のリファレンス′責監を周囲

温度の変化に対して同定されているならば,∵10√-､ノ十45℃の他州

内で±2ノ･土S以内の位甘 にほいり実用上問題を生じない｡このリ

ファレンス電圧ほツェナーダイホー･lドであるが,ダブルアノード

接続として温度係数せ極力小さくしている｡出力トランジスタの

スイッチング動作についてほその基本的動作ほよく知らj~している

ので省略する｡出力トランジスタでほ帰線時間におl′ナるフライバ

ック電圧によるトランジスタの耐圧の問題が重要である｡APCl‖】

路はスイッチ･イン時マルチが定常状態に至るまでブロッキング

50

巻 第12号

補正電流

ー

((?)偏向コイル電流 (ム)近仙ノ補正電流

第11図 水平偏向l出際性補正電流波形

発振周波数が定まらザ,フリーランニソグ時においては周波数が

伏下して偏向ヨークでのフライバックパルスは㍊常状態の約2倍

押度になる｡これほl~棚卸勺にHDパルスが何かの弔放でこないと

き-のフリーランニソグの周披敬およぴスイッチ･インのトラソゼ

ソトをおさえる一方出力パルスを高配ツェナーダイオードで切り

落とすことによ侶｣_リフトランジスタを保護する｡この方法によれ

ばソェナーダイオードをダンパとしても使用する~叶能性もありそ

の飽和鵜抗の供朋が望まれる｡実際にほ所定のツェナー電圧が1

仙では得られないことがあり,この場榊こは直列にするかまたは

員電∩三を利用している｡

(5)水平直線性補正回路

前項で述べたように水平偏向出力トランジスタは完全なスイッ

チング動作をしているため,この偏向の直線性は偏向ヨークの直

流抵抗とインダクタソスとにより一義的に決定される｡このため

本カメラでは磁気的に水平柚句の由矧生を補正する方法を採って

いる｡すなわちイメージオルシコンアセンブリ内にそう入された

直流性補正コイルと,これに撲凝された外部二次共振回路とでこ

の動作をさせる｡これは倫鋸刃力にお目~る指数関数的ひずみの補

正電流を外部共振回路の電流で近似されるもので,補正は電流の

和でなくコイル内の磁束の和の形で行なわれる｡この場合外部二

次共振を偏向周波数と等しくし,回路のQを臨界制動となるよう

にすれば,ある結合で一次電流による磁束変化のひずみを近似的

に二次電流補正電流で打ち消すことができる｡第11図ほ偏向コ

イル電流波形と,近似補正電流波形とを示すものである(3)｡従来

トランジスタカメラあるいはモニタ,受像機などで回路的に補正

するすべがなかったが,この方法によればこのIl三l路による損

ぎせいはあるがかなりの偏l;1Jひ･ずLみl勺に収めることができる｡

際にこのカメラでは仕様中に述べたように,レトマボーールチャー

トで小心部1%,周辺部で2%の偏向ひずみ内に収めることがで

きた｡

(6)トランスダクタ電源

l､ランスダクタとほ可飽和リアクトルのことを指すもので特に

その原理は新い､ものではないが,最近この整流電流制御法の回

路的開発が進んできており,同外では川当に懲=吊ヒされているよ

うである(4)｢同l勺でもこの椎装J■アたの製品-1もほつばつ見受けられる

ようになった〔当~｢場でもこのような いに動かされて試rl一言を行

ない,ほぼ満足すべきデータが得られたので本カメラ装躍の電

として懲も甜ヒをほかったものである｡したがって本 源は本装匿

の相良の一つをになうもので次にあげる特長をもっている｡①カ

メラケーブルにおける甘軌電圧≠御の掛川が広く0､300mまで

完全に[†動｢伽こ祁償さjt,カメラ受端γEHミを24V→掛こ保つ｡

②安定化電淑回路庸トランスダクタに｡1こり粗安定な 低 を--

行ない,トランジスタによって高速制御を行なっているため,交

流電源偏世の変動の;貴子筆削まきわめて少ない｡③直列制御素子はト

ランジスタでないため出力1l~】一路の短絡によってトランジスタを破

損する恐れが少ない｡④トランスダクタのコアの弔童,フィルタ

コンデンサの容量から~重量,容辟と.も多少人となるが,その 気
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的安定度,機械的堅ろうさがそJLらをカバ

ーして余りあるものと考えられる〔.(射出∫1

荷に凪い〔⑥他の電源に比較し.てワットロ

スが少ない｡

トランスダクタによる整流電渥砧り御法の基本劇作について以下

に述べる(5)｡第12図はトランスダクタ(可飽和リアクトル)の

動作原理を説明するための図である｢)SRが可飽和リアクトルを

表わす｡Rはあまり大きくないものとする｡最初SRの磁束は如

の状態にあったとする｡このときスイッチを急に入れ,+glなる

電圧を加えると,Sの磁東は相加をほじめほとんどElに等しい

磁力を生する｡.このときSに流れる電流は,その鉄心の磁束

溜度(B)に対応する磁潮(H)を生ずるような椚である｡B-H特性

がほほ鳳〔壬であノtば,Bが変化してもそれに対応する1iほほほ

月∴こ等しいのでS火の磁束が来飽芋川ノミ態にあるl弘･い),その㍍流は

ほぼ一定である｡こけ蘭就をトランスダク_タの磁化電流と称しf｡

を以ってあらわす｡SRの磁束が増加を続け,∠1において飽和仙

(¢川)に適したとすれは＼以後Sの磁束の増加はないから,

プJを失ってSRは餌紹さJLたと同様になる｡したがって恒l路には

El/ガの電流が流れる｡らにおいてスイッチを開放したとすれば,

回路の電圧,電流は`イ;となるが,SRの磁火はそのまま残留する｡

次にg3において-E2の電仔三な印加すると,SRの磁

J∴:::● -/

は減少して

電プJを生ずる｡このときSRに流れる電流

も,-既に対応する電流で前._;己よ｡に一等しい｡【E2を印加してい

る限りSRの磁束ほ減少を続け,遂にその負の飽和伽こ達すれば

再び(りで短紹状態となり,旦/ガの電流が流れる｡もし途小

のf3において,電圧を開放すればSRの

に,その瞬間の磁

束は,点線で示すよう

に留まって,次の電圧巨l用口に対する出発点と

なる｡リアクトルの巻数をⅣとすれば,その磁 変化と起電圧

(e)とのH_りには次のじヨ係があるからピ=腑¢/dfxlO~8(ボルト)ゆ

えに β･蛮=Ⅳ･叫×10~8(ボルト秒)これほリアクトルの

で積ヽノ一〃〉

間時と

電力

その磁束の変化量に比例することをホしている｡

第12図についていえは SRは∠が0から才⊥まで且1なる馬丁上を

発生しているから,この問SRの磁易{のJ~E加は図で右上りの斜線

を施した部分の面掛こ比例する∩ また≠3～f4のJ抑制こお明-る磁束

の減少は,図~~む行下りの斜線′を施した部分の面債に比例するわけ

(∂)入力電圧(eJ)

(∂)トランスダフタに加わる電圧(e′)
(C)整流電流(■最

第13図 沈 の 制御 方 法 例

1985

である｡もしんにおける磁束が,ほじめの如に等い､ものとす

れば,磁束の土師如三等しいわけであるから,図の右上りの斜線の

部分と右下り斜線部分の面積は相等い､ことになる｡図ほ 電力

が一狛こ保たれる場合を示したが,上の関係ほ,電圧波形がどん

なに複雑な場合でも成立するので,トランスダクタによる整流電

流制御法の基本となるものである｡以上がSR素子の働きである

が実際に回路に利用した場合の塑流作川について考える.｡第】3

図の回路について次の仮定を行なう｡①1ド滑コンデンサCりほ十

分大きい,②リップル電[i二三は非常に小さい,⑨Coの電ノi三(Eo)ほ

一ぶに保たれている｡､同図(a)ほトランスの二次′電L仁を表わし,

(b)ほトランスダクタに加わる電圧を示す｡(c)は整流電流(fゴ)

の波形を示すものである｡葉流された`iE｢巨浪形i･封司図(b)の点線

のようになるが,SRの両端忙加わる電虻ほ(b)の実線のように

なる｡すなわちSRが飽不一lに達するまでほ,整流電虹とともに変化

するが,飽和に達すると短絡されたと同様になるからSRと整流

需の援蘭点の電圧(β1)は且｡に等しくなる｡(b)岡でほJo､′glの期

間がこの状態に相当し,この期問に(c)図のように整流億流(£5)

がCoに供給される｡fl以後eβがE｡より低くなるので,SRにほ

逆向きの電圧が加わることになる｡すなわちSRのリセットが納

まる｡g2【才3の期｢芦-i】は,整流器が完全にカットオフ状態で,SRの

磁化電流のみがⅤに流れる｡前述のように,この電流ほほほ一定

値であるからⅤのプレート電圧i･まほぼ一定値(&)に保たれる｡そ

のグリッド電圧を変えると且は変化する｡≠3～才4は≠1～≠4と同様

電流が若干Ⅴに追加されるからβ1はe｡にしたがっ

て上昇する｡≠1～≠4の期間にSRは図の右下りの斜線な施した部

分の面掛こ相当するだけのリセットをうH~る訳である｡ら以後

のSR電圧は反転して,SRの磁 は飽和に向って変化し,ちにお

いて飽和に達するものとすれば,図の右上りの斜線を した部分

の面積はfl～≠4のリセット面杭に等い､はずである｡£5以後ほf｡

の状態にもどり整流電流が供給される｡したがって乱を憩える

ことによりfl～ムのリセッl､丑を変え,右上りの斜線を施した面
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第15図 ビューファインダ映像増幅部周波数特性
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第17図 カメラ制御器主映像増幅部周波数特性
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第18図 カ メ ラ制御器直線性

積,すなわちACの面積を変えることにより整流電流を自由に制

御できる｡以上トランスダクタの制御方法を述べたが,これによ

って電源部ほ安定化 源として動作する｡

(7)プラウソ管駆動用映像増幅器

このカメラではブラウソ管駆動用映像出力トランジスタの性能

が一段とすぐれた品種が開発されたことによって,従来の電子管

式にまさる性能をもっている｡現在最も普通に使用されているブ

ラウン管ほ,輝度変調電圧としては20～80Vp_P程度を要するが,

電子管式でも映像帯域を広くとってこの程度の電圧を得るにはか

なりの困難を伴なう｡ 際電子管式カメラのビューファインダで

は5Mcの帯域で20Vp【Pを基準映像出力レベルとしている｡本

カメラでは同様の帯域で32Vp_Pの基 出力レベルを得ており電

子管式に十分まさる性能を発揮している｡このため従来のカメラ

に見られないカメラワークのやりやすさが大きな特長となってい

る｡本カメラのモニタブラウン管映像増幅器もこれと同程度の特

性を有している｡弟14図,弟15図はビューファインダ増幅器の

出力特性を示すものである｡

(8)カメラ制御器主映像増幅器の性能

主映像上削百器の構成は特に目新しいものはないが,これも映像

出力トランジスタの新種2SC152Hの開発とあいまってかなり性
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No.1総合周波数特性

(てrカ7Mcおよび10Mc)
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No.2 総 合 面 rj

No.3 総合偏向ひずみ
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No.4 ビューファインダ偏向ひずみ

No.5 映像モニタ偏向ひずみ

第19図 総合特性,データ写真

能が向上している｡この主映像増幅器でカメラケーーブル長による

映像信号の高周波における減衰旨が補償される｡第柑図は規定

のカメラケーブル長に対するケーブル中の同軸における減衰量と

実際の補償後の特性せプロットしたものである｡また周波数相性

は第17図に示すように現.川と二甜Fiプリント仮の月割生は若十の差

異がみられるが規格値(斜線)に卜分収まっている｡直線性は出

力回路で決まり出力を定格負荷で終端したときの持件は第柑図

に示すとおりである｡

(9)総 特 性

カメラ装臣'亡の総合特性の写真を弟19図に示す｡周波数特性は

No.1でマーカは7Mcおよび10Mcである｡No.2は総合の画

で鮮像度ほこの柾の写J■{では最影条件その他により判断しにくい

が水平r~ト山部で600本,周辺部450木(規格は500本,400本)は

かたい線である｡また映像の虐線性は一一般に写真判定はできな

い｡孝=9図写真No.3は本線の総合偏向ひずみで中心部1%,川

辺部2%に収まっている｡No.4,No.5はビューファインダ,映

像モニタの偏向ひずみを楕丁しま信一甘発生端信リーで測定したノゾJ-〔

r

∃

〃

入 力 電圧(ルザ)

第20図 総合試験映像直線性

を示す｡第20図ほ擬似伝せウインド波形法の測定データを示す｡

4.専‥ミ:

以上M′rKO-5形カメラの概要,従 メカ某何日

､
､
､

丁ナ､-
t

良点,これによる特性,性能上の向上および試

ラからの改

データなどにつき

述べたが,総合して初期の設計目標を満足する相生を得ることがで

きた｡最初にトランジスタ化カメラ装置を製作した当時からみれ

ば,トランジスタ,回路部ぷ.などが性能的にかなり向上している

し,またこれらすぐれた部品類の性能を100%発揮さすための回路

伯検討および 作技術の向上がもたらした当然の成果ともいうべき

であろう′､しかし,トランジスタ回路部■品は口進ノ1歩の発達をして

いるのであるから,今後さらに性能の向上が畑J待されるのであって,

わ′れわれはその線にそっていっそう無力する考えである｡最後匠本

装踪を製†′卜するに当って踵々ご指導いただいたNHK前奏一馴行部1l･

村部長をはじめ｢j一柑ミのかたがたに厚く御礼を申しあげる次第であ

る｡
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